
平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

平成22年度終了時評価【達成目標（お客様とのお約束事項）に対する到達状況】

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

1-1 県水受水
の安定化

1-1-1 県水受水安定化事業 浄水課 　埼玉県から購入する原水が、渇
水期でも安定的に受水できるよう、
埼玉県との連携を強化します。

3,342,635千円 3,328,603千円 県企業局との連携を綿密にし、年間
を通じて継続し安定した受水ができ
た。

　総配水量の減少傾向に伴う県水受
水量の将来予測数量を的確に把握
し、県企業局との継続的な協議を実
施することにより、今後とも安全で安
心な水の提供につとめます。なお、
今年度のような夏季の猛暑による配
水量が著しく増加する場合等も想定
し、最善の注意を払いたい。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①　配水量の約90%を占める県水を、
安定的に確保し、給水制限日を一日
も発生させていない。
②　平成23年度の県水受水量につ
いては、第２期中期経営計画の改訂
に伴い推計したが、平成22年度の猛
暑による年間受水量の増加などを考
慮すると、気象情報をより詳細に把
握する必要がある。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 1-1-1　県水受水安定化事業

1-2 自己水源
の安定化

1-2-1 自己水源整備事業 浄水課 　上青木、神根、新郷、横曽根の4
浄水場に点在する30本の深井戸
（取水井）の改良、更新を行ない、
自己水源（地下水取水）施設の保
全と安定的な確保を図ります。

62,601千円 8,085千円 ①上青木浄水場９号井の掘替は、井
戸内に設置するケーシングの建て込
みに不具合が生じたため、翌年度に
繰り越した。
②取水井（上青木３号、神根２・３・４・
５・６・１０・１２号、新郷２・５号、）の水
位計の補修を行い、井戸の健全性の
モニタリングが常時正確にできる状
態を維持できた。
③上青木浄水場３号井及び神根１２
号井の内部調査委託では、カメラを
入れ内部の状況の確認を行った。

　取水井においては、平時から行っ
ている井戸水位監視の状況から、井
戸全体の状態をモニタリングしつつ、
全体を最適化する計画更新を行い、
掘替工事は計画的に実施し事故等ト
ラブルを未然に防ぎながら維持管理
を行っていく。
　カメラによる内部調査は、井戸内の
状況を把握するのに大変有効である
ため今後も継続する。 C

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：重大な課題があ
る。
①　掘替工事について、適切な工期
の変更ができず、翌年度繰り越しに
なった。
②1-1-1県水受水安定化事業と連動
し、配水量の約10%を占める井戸水
を、安定的に確保し、給水制限日を
一日も発生させていない。
③　取水井に係る機器更新は計画ど
おり実施し、機器の安全かつ安定的
な運転状態を確保するとともに、平
時からのモニタリングに努め、水質
基準に合致した井水を浄水し配水し
た。
④水需要の減少、矮小敷地内の井
戸の更新の困難性から今後の井戸
保有について検討されていない。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 1-2-1　自己水源整備事業

1-3-1 配水設備保全事業 浄水課 　浄水場内の配水ポンプ・モーター
など、安定した配水に必要な設備
を年次計画に基づき更新します。

28,400千円 28,085千円 　工事施工範囲、施工内容、工事期
間、工事費用等の精査を重点確認
項目として、課全体での検証を行
い、工事発注に対する仕様の検討、
予算の積算は、予算不足や流充用
を発生させない、効果的か効率的な
工事執行とするとともに、目的達成
に必要な情報を共有し組織で成果を
あげる体制によって、石神配水場に
設置してある配水ポンプ２台のポン
プ・モーターのオーバーホールを完

　今年同様に、工事施工範囲、施工
内容、工事期間、工事費用等の精査
を重点確認項目として、課全体での
検証を行うとともに、工事発注に対す
る仕様の検討、さらに、目的達成に
必要な情報を共有し組織で成果をあ
げていく。
　配水設備更新に係る年次計画を策
定する。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　
　引き続き機器の安定運転のため、
故障等の予防保全に努める。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 1-3-1　配水設備保全事業

1-3-2 配水管布設事業 施設課 　安定した配水量を提供するため、
区画整理地区などに新たな配水管
を、耐震管で整備していきます。

379,286千円 404,226千円 ①工事個所の効率的な執行方法を
検討し、区画整理地区などに、新た
な配水管約６ｋｍを耐震管で整備さ
れ、安全に配水されている状態。
②平成23年度予算要求に当たって
は、適時適切な工事積算単価に更
新するほか、拡張工事における仮設
および撤去費用を見込むなど、設計
金額の適格に実施できた状態。

・区画整理地区内へ、新たな配水管
約５・９ｋｍを耐震管で整備する。
・区画整理事業による道路敷設箇
所・延長を整合させるなど、執行計画
の予定路線において関係機関と連
携を図り、未施工個所を減らし効率
的に事業を進めてゆく。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　区画整理事業の進捗等に合わせ
実施する事業であることから、年度
目標達成度が不安定となるものの、
区画整理事業者等と連携し、事業目
標を達成している。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 1-3-2　配水管布設事業

1 安定した給
水

衛生的で安
定した生活を
送っていただ
けるよう、安
定した水量
を、24時間途
切れることな
くお届けしま
す。

主務課 事業の概要

平成22年度事後評価

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

1-3 水量の安
定化

アクアプラン川口～川口市地域水道ビジョン～における政策－施策－事業の体系

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

http://www.water-kawaguchi.jp/object/1-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/1-2-1H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/1-3-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/1-3-2H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

2 安全性の
確保

健康的で安
心した生活を
送っていただ
けるよう、安
全な水質を、
24時間途切
れることなく
お届けしま
す。

2-1 水質検
査・監視
の徹底

2-1-1 水質検査安定事業 浄水課 28,920千円 26,709千円  
 水質基準値や機器性能など、水質
関連の情報には常に気を配り、情報
収集・分析を積極的に行うとともに、
残留塩素計と現場との対比を行うな
ど、水質の確認を丁寧に行う習慣を
徹底しながら、
①上青木浄水場に設置してあるＡ・Ｂ
系水質モニター装置の更新を完了さ
せた。
②水道法に基づく定期検査及び、臨
時の水質検査を実施しすべて基準
値の範囲以内の結果が得られた。

①水質への信頼性は常時監視であ
ることから、水質モニターは継続して
整備する。
②水質基準値や機器性能など、水質
関連の情報には常に気を配り、情報
収集・分析を積極的に行うことによっ
て、事業計画を効率的に実施してい
く。
③残留塩素計や色濁計等と現場と
の対比を行うなど、水質確認を丁寧
に行う習慣を引き続き徹底していく。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　計画工事は予定水準を達成し完了
している。また、水質検査を確実に実
施し、水道水質基準に合致した安全
な水道水を配水し続けた。 継続

（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 2-1-1　水質検査安定事業

2-1-2 貯水槽水道適正管理
促進事業

給水管理課 　貯水槽水道設置者が管理責任を
適切に果たすために必要となる、
貯水槽水道に関する一般的問い合
わせや相談、給水栓（蛇口）におけ
る色・濁り・臭い・味・残留塩素測定
などの簡易検査、管理基準・管理
方法の指導、清掃業者と検査機関
の紹介などについて、適切な管理
指導を行い、水道法に基づく水質
の安全管理指導を徹底します。

478千円 541千円 小規模貯水槽水道設置者4,000人の
対象者への送付方法、通知内容の
変更を経営会議において提起され、
啓発葉書から封書による管理指導通
知を送付することができ、併せて水
道局ホームページ上のアンケートを
開設した。しかし、手続き等により、
執行が遅れたことから設置者の意識
調査結果を見い出すことが出来な
かった。

　お客様の問い合わせに、満足して
いただくには、職員間で統一的な回
答が必須となるため、職員の事業に
対する意識向上と専門的知識を取得
し、共有化を図らなければならない。
　また、貯水槽水道設置者に対する
広報活動については、前年同様、貯
水槽台帳から小規模貯水槽を中心
に4,000件を抽出、封書による個別通
知を実施およびホームページでのア
ンケート調査を同時に実施する。
　貯水槽設置者に、貯水槽水道を理
解し、維持管理に関心を持っていた
だくための対策として、今年度の個
別通知とアンケート結果の検証を行
い、今後の広報活動に反映させる。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①貯水槽に貼付する貯水槽管理に
係る啓発ステッカーの事業者に配
布・貼付によって、能動的な広報普
及活動が実施できている。
②貯水槽事業者4,000件を抽出、管
理指導内容を個別通知を実施した。
③通知に伴うホームページのアン
ケートを実施したものの反映できな
かった。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 2-1-2　貯水槽水道適正管理促進事業

2-2 配水管網
の信頼性
向上

2-2-1 老朽配水管（高級鋳鉄
管等）更新事業

施設課 　市内に約59㎞残る高級鋳鉄管な
どの老朽管を耐震管に更新しま
す。

1,046,764千円 966,776千円 ①工事を執行する上で、赤水対策、
水量不足等が生じないように施工方
法について十分検討を行い、市内配
水管のうち、高級鋳鉄管を約５ｋｍを
耐震管に更新が完了し、安全に配水
されている状態。
②掘削規制や施工困難性の調査お
よび関係機関との調整・合意を、実
施設計前に徹底して行い、変更のな
い計画執行ができた状態。

①工事を執行する上で、赤水対策、
水量不足等が生じないように施工方
法について十分検討し効率的な執行
を行う。
②工事が集中しないように、工期の
平準化を図り工事発注を行う。
③実施設計前に調査及び関係機関
との調整を徹底して行い、変更のな
い計画執行とします。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題がある。

単に予定延長を更新するだけでな
く、新設管と撤去管を同一の堀山を
活用し同時施工することにより、コス
トの軽減を図った。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 2-2-1　老朽配水管（高級鋳鉄管等）更新事業

2-2-2 老朽配水管（経年管）
更新事業

施設課 　昭和43年度以降に布設したダクタ
イル鋳鉄管や橋梁を渡る鋼管を、
老朽度や漏水状況などの調査に基
づき、優先順位をつけて耐震管に
更新します

（平成23年度から実施） （平成23年度から実施） （平成23年度から実施）

（平成23年度から実施）

2-2-3 水質劣化防止事業 給水管理課 　配水管内の洗浄作業等を計画的
に実施し、水質の劣化を防止しま
す。

0千円 0千円 今年度は、横曽根地区の配水管洗
浄を予定通り実施し、清浄な水質が
保たれた。また、次年度に予定して
いる芝地区における洗管実施範囲を
決定した。

お客様へ安全な水質を確保した水道
水を供給するためには、当事業が重
要となり、当初から順次実施している
市内ブロック化した区域での配水管
洗浄のほか、水質劣化防止を推進し
て行く新たな施策を展開して行かな
ければならない。次年度において
は、その一つとして芝地区において
配水管洗管作業を試験的に実施、検
証することにより、今後の施策に反
映させる。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①夏季の水需要期に先駆けて実施
する工程にそい、予定どおり実施し
ている。
②洗管作業の効果性を検証するた
めの仕組みとして、内部カメラ調査の
実施が次年度具体化されている。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 2-2-3　水質劣化防止事業

　水質検査の精度と信頼性を確保
し続けるため、水質監視機器の更
新を行います。また、引き続き川口
市及び埼玉県の水質管理計画に
基づき、水道法20条の要件を満た
す検査機関に対し水質検査を依頼
するとともに、緊急性の高い検査
は、川口市分析センターに依頼し、
迅速に対処します。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/2-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/2-1-2H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/H.2-2-1.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/2-2-3H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

3 快適性の
向上

利便性の高
い快適な生
活を送ってい
ただけるよ
う、十分な水
圧を、24時間
途切れること
なくお届けし
ます。

3-1 浄配水機
能の向上

3-1-1 浄配水場施設機能強
化事業

施設課 　計画期間に予測される耐震性劣
化の進行度に基づき、水道の基幹
施設である浄配水場施設に耐震補
強などの機能更新を施す工事や場
内配管の耐震化を進めます。

96,600千円 87,833千円 ①市内7浄配水場のうち、工程調整
など充分行い、水量不足になること
なく、新郷浄水場場内配管の耐震化
工事が完了された状態。
②予算要求時の金額積算精度をさら
に向上させるため、概算費の正確性
を向上できた状態。
③予算－設計プロセスにおけるコス
トの検証を行い、縮小する意識を浸
透できた状態。

今後、新たに浄・配水場の機能強化
工事を行う上で、事故再発防止のた
め、浄水課が整備していく埋設物等
管理台帳をもとに、浄水課との連絡・
調整を密に行い、効率的に事業が執
行できるようにする。 B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題がある。

①結果的に目標達成できたものの、
埋設物管理台帳の整備に改善の余
地があり、将来的な更新に伴う、緊
密な連携による工程管理を必要とす
る。
②予算の効率的執行の努力が見ら
れるものの、予算要求時の精査はさ
らに必要。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-1-1　浄配水場施設機能強化事業

3-1-2 浄配水場施設更新事
業

浄水課 　7浄配水場体制を維持するととも
に、設備の機能を維持するため、計
画期間に予測される機能劣化の進
行度に基づき、ポンプ施設を含め
た水圧の安定化に係る機能更新を
行います。

49,355千円 40,706千円 　施工計画の全体最適性を、課内・
関係課と協議・連携して整えるととも
に、日常点検において検出された課
題は課内で検討し、中・長期計画の
ローリングに反映させることにより、
アクアプラン川口２１～地域水道ビ
ジョン～に基づく平成２９年度までの
施設更新計画における機能更新のう
ち、当初予定は達成することができ
ました。
①新郷浄水場第一配水池屋上防水
工事  ②新郷浄水場管理棟分電盤
改修工事
③横曽根浄水場県水流入弁補修工
事 ④新郷浄水場配水塔外部階段補
修工事
⑤横曽根浄水場屋上防水工事
　上記各工事は予定どおり完成しそ
れぞれ機能の発揮や回復をいたして
おります。

　施工計画の全体最適性を、課内・
関係課と協議・連携して整えるととも
に、日常点検において検出された課
題は課内で検討し、中・長期計画の
ローリングに反映させる。
　なお、効率性の面では、緊急性を
考慮した上で次年度予算要求に向
けて、課内及び部内で共有して取り
組み設計書の早期作成を目指し現
実性に満ちたものとする。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
予算の効率的執行の努力が見られ
るものの、要求時の精査はさらに必
要。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-1-2　浄配水場施設更新事業

3-2 漏水防止
対策の推
進

3-2-1 漏水調査事業 給水管理課 　漏水探知システムやその時々の
先端技術を用いて漏水調査を実施
し、水資源の有効活用を促進する
とともに、水供給に係るエネルギー
コストを削減します。

504,588千円 493,153千円 宅地内1次側漏水に伴うステンレス
管切替を昨年度 20 件から　215　件
まで増加し、漏水の再発防止に貢献
した。しかし、有収率については、昨
年実績を下回り　90.15　％となり、ま
た、有効率も同様　93.32　％で目標
値を達成することが出来なかった。

今後も引き続き、漏水多発地域の調
査を実施し、早期発見による漏水量
の削減と漏水修理箇所のステンレス
管への切替による再発防止に努め、
有収率の向上を目指す。
水道局職員による漏水パトロールを
実施し、検証する。

C

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①有収率及び有効率の年度目標を
達成できず。
②漏水通報から現場対応までの所
要時間について短縮できず。
③再発防止策の検討が進まないこと
もあり漏水件数・漏水量とも減少せ
ず

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-2-1　漏水調査事業

3-2-2 給水管切替事業 給水管理課 　水道本管から水道メーター（官民
境界から２m以内）まで部分につい
て、新たに布設する配水管及び老
朽化した配水管の布設替えに伴い
接続するステンレス鋼管製給水管
の布設を、水道局が行います。

578,444千円 447,472千円 出水不良及び漏水の解消を目的とし
た、新設・更新される配水管延長に
付帯する給水管を　623　箇所ステン
レス管に布設替えを行った。（拡張
478　件、改良　145　件）

　配水管布設工事に合わせ効果的
な給水切替作業を実施するには、宅
地内切替率の向上が必須であり、今
後においても、切替対象顧客に理解
と協力を得られる有意義な方策を見
つけ出さなければならない。
　委託業者からの報告書等を提出さ
せ、職員間で可視化させる。

C

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：重大な課題があ
る。
①公道に対するステンレス管への切
替は、施工個所すべて完了してい
る。
②宅地内切替率の向上が引き続き
重要な課題であり、地権者等の理解
が得られる業務プロセスの見直しが

ず

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-2-2　給水管切替事業

http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-1-2H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-2-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-2-2H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

3-2-3 私道内給水管布設替
整備補助事業
(平成２４年度まで)

給水管理課 　お客様が保有する老朽化した給
水管による出水不良及び漏水多発
を解消し、給水の安定と配水管網
の整備を図るため、私道内給水管
のステンレス鋼管への布設替え工
事に対し、その経費の一部を補助
します。（対象：同口径及び増口径）

50,000千円 39,000千円 今年度は、要綱の一部を改正し、補
助対象の枠に妥当性のあるものを追
加した。
出水不良と漏水を解消する管網整備
の促進を図るための私道補助は、24
路線を布設替えし、お客様の要望に
応えられたが、目標値である28路線
には及ばなかった。

私道補助申請の形態が多少変わっ
てきており、通常の一路線のほかに
私道の広域化した区域の布設替え
による分割申請の相談が増加してい
る。このような箇所が幾つにもなると
補助金の不足や適正な予算執行に
支障を来たしてしまう恐れがあり、一
年度に受けられる件数の制限等の
対策を検討しなければならない。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①有収率向上という事業目的を踏ま
え、申請予測の精度を上げる。
②申請受付から補助決定までの期
間短縮を図ることで、事業の効率性
を向上させることに取り組む。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-2-3　私道内給水管布設替整備補助事業

3-2-4 私道内給水管布設替
整備補助事業
(平成２５年度から)

給水管理課 　お客様が保有する老朽化した給
水管による出水不良及び漏水を解
消し、給水の安定と配水管網の整
備を図るため、私道内給水管のス
テンレス鋼管への布設替え工事の
経費に対し、その一部を補助しま
す。
（対象：増口径のみ。同口径は「老
朽給水管布設替事業」で対応）

- -

（平成25年度から実施）

3-2-5 老朽給水管布設替事
業

給水管理課 　お客様が保有する私道内の老朽
化した給水管を、同口径で更新す
る場合、水道本管から水道メーター
までのステンレス鋼管切替工事を
行い、水道局の配水支管としてい
きます。

- - 給水区域内に布設されたφ50ｍｍ
以下のＰＰ管の調査を行い、公道及
び私道内の口径・延長距離・給水戸
数を把握し、布設替工事費の算定及
び埋設年度や漏水件数を基に順位
付けした「補助管埋設集計表」を作
成した。これにより、「老朽管布設替
え計画」を策定し、私道内の給水管
布設替え基本方針を定めた。また、
実施方法についての素案を作成し
た。

今後の事業の方向性として、従来掲
げている私道内給水管の布設替え
のほか、老朽給水管である公道部分
に残存するφ50ｍｍのＰＰ管につい
て、どのように組み入れるか、これに
より、当事業の見直しを検討すると
共に、施工にあたっての人員配置、
発注方法等具体化していく。

C

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①事業実現可能性向上のための、
基本方針・布設替計画を策定したも
のの、実施方法が具現化していな
い。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-2-5　老朽給水管布設替事業

3-3 配水幹線
ネットワー
クの強化

3-3-1 配水管網基幹ブロック
化事業

施設課 　現在全市域をネットワークしてい
る配水管網（網目状になっている水
道管路）を、拠点浄配水場を軸とし
た４つのエリアに基幹ブロック（大区
画）化し、水質、水圧、流量など、日
常の快適性を向上させます。また、
震災時に断水範囲を最小限にくい
止めるとともに、被害区域内を集中
的に補修することで、早期に復旧
が行える新たなネットワークに構築
します。

93,030千円 57,593千円 ・施工個所の実施設計が完成し、こ
れを用いて平成23年度の事業が進
捗出来る状態。
・配水幹線０．８ｋｍの整備が完了
し、安全に配水された状態。
・掘削規制や施工困難性の調査およ
び関係機関との調整・合意を、実施
設計前に徹底して行い、変更のない
計画執行できた状態。

・今年度目的達成を踏まえ、石神配
水ブロック化の事業推進を図るた
め、約1.0ｋｍの配水管布設を継続す
る。
・H23年度工事発注分の設計委託業
務は完了している。 A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
予算の効率的執行の努力が見られ
るものの、要求時の精査はさらに必
要。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-3-1　配水管網基幹ブロック化事業

3-3-2 配水管網中規模ブロッ
ク化事業

施設課 　基幹ブロック内を中規模ブロック
（中区画）化し、流方向を定め、迅
速な漏水対策と、よりきめ細やかな
災害復旧性を整えます。

- - （平成28年度から実施） （平成28年度から実施） （平成28年度から実施）

（平成28年度から実施）

http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-2-3H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-2-5H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-3-1H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

3-3-3 マッピングシステム拡
充事業

給水管理課 　配水管網のネットワーク情報を、
コンピュータ上で電子管理している
マッピングシステムをさらに拡充し、
きめ細やかな水運用と顧客サービ
スの迅速化を図るとともに、マッピ
ングシステムの情報が、GPS を活
用し現場で取得できる「可搬型（モ
バイル）端末機」の整備を進め、平
時の漏水や災害時の被害にも、現
地で確実な復旧ができる体制を整
備します。

40,820千円 33,007千円 ①マッピングシステムのリプレースを
行い、精度を強化できた。
②モバイル端末機を導入し、運用開
始した。
③水理解析システムを導入し、運用
開始した。

　システム機能やデータ精度の向
上、情報量の拡充等について引き続
き改善に努める。
　今年度導入したモバイル端末機及
び水理解析システムについては、よ
り効果的に活用できるよう現場の意
見を取り入れながら、運用方法の改
善に努め、操作研修をおこなってい
く。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
　マッピングシステムは安定的に運
用できている。
モバイル・水理解析システムは、運
用開始したものの効果は発揮できて
ない。

●必達指示事項
①管路情報は正確であるものの、地
形データは変化していることから、地
図情報の抜本的な見直しを検討する
時期に達している。
②水理解析システムの運用開始に
伴い、他事業においても有効的に活
用できるよう解析手順などを早急に
整備する。
③鳩ケ谷市の合併を見据えてデータ
の整合性が取れるよう早急に準備す
る。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-3-3　マッピングシステム拡充事業

3-4-1 直結給水普及事業 給水管理課 　貯水槽の定期的な清掃や点検が
不要になり、いつでも新鮮な水道水
が配水管から給水管へ直接供給さ
れる「直結給水」の普及を行いま
す。

0千円 0千円 直結増圧式給水方式施行基準（解
説）（案）を作成、課内において内容
を精査し、経営会議にて承認され
た。

当市において直結給水、直結増圧給
水を行う場合は、配水管の水圧が地
域によって異なっているため、専用
住宅等の３階への給水や直結増圧
給水の許可申請での公平性を保つ
ことが出来ていない。これを解消する
ためには、全域的に水圧を上昇させ
安定供給を図らなければならない
が、現実には、他事業（漏水調査事
業・給水管切替事業等）の推進に頼
わざる得ない状況下である。また、学
校施設への給水設備の更新（直結
給水導入）については、教育局や関
係課と協議し、連携を図り進めてい
きます。
今後 直結増 給水 領域が拡が

B

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　直結増圧式給水方式設計施工基
準は整備され、知見の集積を行って
いる。

●必達指示事項
①マニュアルや解説書の整備をす
る。
②直結給水の導入に関する広報活
動を具体化すること。
③学校施設への協議の場を設け、児
童においしい水道水を配れるよう普
及に努める。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-4-1　直結給水普及事業

3-4-2 水圧向上事業 給水管理課 　基幹ブロック化の進捗に合わせ、
水圧のさらなる向上を図り、有効活
用を普及していきます。

- - （平成26年度から実施） （平成26年度から実施） （平成26年度から実施）

（平成26年度から実施）

3-4-3 加圧ポンプ設置事業 施設課 　地理的条件や宅地等の開発によ
り、水圧の低下が心配される地域
であって、配水管の布設替えやバ
ルブ操作では低水圧の解消が困難
な地域において、ブロック化完了ま
での暫定措置として、加圧ポンプを
設置します。

77,910千円 36,834千円 ①新郷地区にポンプ設置が完了し、
低水圧が解消できた。
②計画目標達成の仕組みづくりを含
め、工事を施工する上で、浄水課と
連携し、工事箇所の施工方法につい
ての検討を行い、効率的な執行がで
きた
③掘削規制や施工困難性の調査お
よび関係機関との調整・合意を、実
施設計前に徹底して行い、変更のな
い計画執行ができた。

・次年度の予定については鳩ケ谷市
との合併を見据え、現計画の見直し
を行い、適切な事業執行を行う。
・今年度の工事完成を踏まえ、局内
関係部署と連携し、低水圧区域解消
の効果測定を実施する。 B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①浄水課と連携し、予定通り工事を
完了した。
②加圧ポンプを不要とするため、事
業3-3-1「配水管基幹ブロック化事
業」の進捗が急務である。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 3-4-3　加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ設置事業

3-4 低水圧地
域の解消

http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-3-3H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-4-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/3-4-3H221.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

4 災害対策
の確立

救命救急の
機能保全も
含め、被災し
た方の命を
守り、一日も
早い安定し
た日常生活
が回復する
よう、ライフラ
インである水
道を、災害時
でも確実に
機能させま
す。

4-1 地震対策
の強化

4-1-1 地震対策強化更新事
業

水道総務
課

　他市の事例や都市環境の変化を
踏まえ、水道局災害（非常）時マ
ニュアルを常に更新し、様々な状況
を想定した全体・部分の訓練を定
期的に実施します。また、宇都宮
市・前橋市・水戸市との水道災害四
市応援協定、日本水道協会との連
携のほか、水道局ＯＢの協力も得
つつ、地震時の確実な水道水の供
給に万全を期します。また、本市以
外の都市が被災地した場合の復興
の支援についても、本市が被災し
た場合に応援を受ける仕組みの確
立を通じて、被災地への最適な応
援手法についても検証を進め、広
域的な相互応援の体制を確立して
いきます。

159千円 108千円 ①　5月の災害対策強化月間に給水
部防災訓練が実施された。
②　各班個別訓練は、各作業手順に
従い、マニュアル及び物品取り扱い
方法を確認し、経営会議において報
告を行った。
③　川口市防災訓練（南平・戸塚地
区）においては管工事組合と連携し、
応急給水訓練を実施した。
④　医療機関との連携強化において
は、市災害関係部局を含めた会議を
実施した。応急給水専用栓の設置に
ついても会議で説明した。
⑤　災害時応援協力員制度において
今年度追加登録者は4名。委嘱式及
び連絡会を実施した。その中で、1ｔ
強化段ボール製貯水槽による応急
給水システム組み立て訓練を行い、
その後、意見交換会を実施した。
⑥　水道災害四市応援協定は各市
の資材及び連絡先の再確認を行っ
た。また、3月11日に発生した東北関
東大地震において、水戸市の要請に
応じて応急給水活動等を実施した。

引き続き、災害関係の訓練等の計画
を立て、市災害関係部局や水道工事
関係業者、或いは医療機関などと連
携して確実に実行する。
①　5月の災害対策強化月間に給水
部防災訓練を確実に実施する。
②　水道局災害（非常）時マニュアル
の見直し。
③　医療機関との訓練を継続的に実
施する仕組みを確立する。
④　災害時支援協力員をホームペー
ジ等で公募し拡大を図る。
⑤　協定四市の間においてマニュア
ル等の情報交換を実施し、連携の強
化を図る。

B

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①応急給水システムの設置・周知な
ど、目標通りの成果を上げた。
②災害時支援協力員の訓練として応
急給水システムなど使用し、実践し
た。
③医療機関との協議の場を設置し次
年度お訓練の合意を得た。
④水道災害支援四市応援協定をさら
に深める見直しには至らなかった。
⑤東北関東大震災における給水部と
して水戸市に給水車・職員・軽油など
応援派遣したものの、引き上げの基
準明示ができなかった。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-1-1　地震対策強化更新事業

4-1-2 災害用資機材等整備
事業

水道総務
課

　限られた職員数であっても、効率
的かつ効果的な災害復旧作業が
行えるよう、作業性を重視した資機
材の整備と保管体制の再構築を行
います。特に資機材の整備にあ
たっては、医療機関への応急給水
における時間短縮と量的向上を目
的とした加圧給水能力を充実させ
るとともに、指定給水所の増加に向
けた応急給水物品の整備を中心と
します。

22,215千円 18,454千円 平成21年度川口市防災会議で決定
された指定給水所50か所を稼働させ
る資機材、及び応急給水車20台体
制の資機材を整備した。

　応急給水システムについて、発表
する機会をとらえ、周知し、応急給水
システムの認知度の向上を目指す。
また町会等で実演した際の指摘事項
をもとに改良を重ねていく。
　災害資機材等の定期的な点検を実
施する。 B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①応急給水システムを給水所５０ヶ
所分整備できた。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-1-2　災害用資機材等整備事業

4-2 4-2-1 救命活動支援体制構
築事業

水道総務
課

　地震などの災害でも水供給ルート
が確保できるよう、医療活動の支
援体制の確立に努めます。

0千円 0千円 ① 透析医療機関5病院、市災害関
係部局との協議を実施した。
② 訓練時における医療機関の希望
に対応し、協議した。
③ 協議前に医療機関ごとに事前調
査を実施し、5月の水道局災害対策
強化月間に合わせた訓練の実施の
合意を得た。

①医療機関5病院、市災害関係部局
との連携を図るための協議の場を引
き続き設置。
②透析医療機関との応急給水訓練
の実施。

B

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①透析医療機関との協議の場を設
置し、災害時の応急給水に係る優先
する課題を抽出している。
②合同訓練の実施や手順書の作成
の合意を得た。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-2-1　救命活動支援体制構築事業

4-2-2 救命施設機能保全体
制構築支援事業

水道総務
課

　地震などの災害でも医療機関等
の施設内水供給ルートが確保でき
るよう、救命活動支援体制構築事
業とリンクさせし、水道工事関係者
との緊急時の連携や、施設内給水
の水質維持など、医療機関等の内
部給水ルート保全を確実にする体
制づくりを、関係機関と連携し支援
します。

0千円 0千円 ①透析医療機関5病院と連携し、協
議を実施した。
②事業4-2-1「救命活動支援体制構
築事業」と連動し、医療機関ごとに事
前調査を行い、現在の状況から災害
時の給水において貯水槽及び医療
機関館内給水管の維持・保全につい
て検討した。
医療機関への事前調査で貯水槽の
耐久性・耐震性や災害時の給水方
法など、危機意識の共有は図られ
た。

今後は会議開催のみではなく、訓練
を実施し、給水ルートの確認と水質
の安全を保てるように手順書を作成
し、連携を強化する。
また、各医療機関の貯水槽の耐久
性、耐震性を確認し、技術的支援を
していく。 A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
　事業4-2-1「救命活動支援体制構
築事業」との連動を引き続き維持し
ていく。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-2-2　救命施設機能保全体制構築支援事業

救命対策
の強化

http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-1-2H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-2-1H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-2-2H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

4-3 風水害対
策の強化

4-3-1 風水害対策強化事業 水道総務
課

　他市の事例や都市環境の変化を
踏まえ、水道局災害（非常）時マ
ニュアルを常に更新し、全体・部分
の訓練を様々な状況を想定して定
期的に実施するとともに、宇都宮
市・前橋市・水戸市との水道災害四
市応援協定や、日本水道協会との
連携により、浸水想定に対する水
道施設の保全対策に万全を期しま
す。

0千円 0千円 1　気象予報には継続して注視した。
2　台風発生時期における監視を継
続した。
3　水源地の情報収集も継続して実
施。
4　市の災害１０部に合わせて、水道
局内の災害時体制の連携を図った。
5　浸水に対する保全対策をホーム
ページ及び広報誌に掲載した。

浸水に対する保全体制として広報す
る機会をとらえて対策を強化する。
以下の事項を実施していく。
1　気象予報には継続して注視。
2　台風発生時期の監視を実施。
3　水源地の情報収集し、ホームペー
ジで随時公表する。
4　市の災害１０部に合わせて、水道
局内の災害時体制の連携を図る。
5　浸水に対する保全対策をホーム
ページ及び広報誌に掲載。

B

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①事業4-1-1「地震対策強化事業」と
連動し実施している。
②集合住宅地下ポンプ室浸水に伴う
給水障害について、水道局としての
対策を周知している。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-3-1　風水害対策強化事業

4-4 渇水対策
の強化

4-4-1 渇水対策強化事業 水道総務
課

　近年の異常気象による水不足に
対応するため、中期的な気象情報
や水需要の動向を分析するととも
に、自己水源の機能保全や、異常
渇水時 における市民との連携体制
の構築につとめ、渇水時の水道水
供給対策に万全を期します。

0千円 0千円 ①水源情報、水源地積雪状況及び
気象庁長期予報に基づく渇水予測を
実施
②事業1-2-1「自己水源整備事業」
の情報に基づく渇水期地下水取水
可能量を把握し、渇水発生時に、必
要な水量を届け続けられるよう、組
織内の意識啓発を実施。

①水源情報、水源地積雪状況及び
気象庁長期予報に基づく渇水予測を
実施
②事業1-2-1「自己水源整備事業」
の情報に基づく渇水期地下水取水
可能量を把握し、渇水発生時に、必
要な水量を届け続けられるよう、組
織内の意識啓発を実施。
③渇水発生判断に基づく給水計画を
関係各課と協議し策定する。

B

■目標到達度：一部達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①水道総務課と浄水課との連携によ
り、水源地のモニタリングを常時行う
とともに、5月下旬から経営会議での
報告事項とし、局全体の情報共有と
した。
②渇水時への給水計画を策定でき
ず、移行体制の整備ができなかっ
た。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-4-1　渇水対策強化事業

4-5 施設非常
時（テロ）
対策の強
化

4-5-1 施設安全管理対策事
業

浄水課 　水質異常監視の強化を行うととも
に、浄配水場施設の警備システム
の機能の点検と、職員による定期
巡回を行い、確実な施設安全管理
体制を維持します。

15,043千円 14,406千円 　引き続き、施設の安全を維持する
ことが、市民の安全を維持することに
直結するという意識のもと、すべての
職員が当事者意識を持って、
①定期的及び臨時的な巡回・点検を
実施した。
②現状の課題の抽出と改善策とし
て、特に浄配水場外構フェンス更新
に向けて検討し、無人化施設への侵
入防止を強化する方策として、フェン
スの嵩上げを一部実施した。
③安全管理の面から管理体制を見
直し、防犯カメラやセンサー等の設
備面での総合的な検討を行った。

　施設の安全を維持することが、市
民の安全を維持することに直結する
という意識のもと、全職員が当事者
意識を持って、施設の安全確保に努
める。
　不審者の侵入を防ぐ外溝フェンス
の見直しの検討も課題として残って
おり、実施に向けた精査を推進す
る。また、防犯カメラやセンサー設置
など設備面の検討も引き続き行い、
早期設置を試みる。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　定期的及びセンサー感知時の巡
回・点検を行い、事故の未然防止に
努めるとともに、侵入者を迅速に排
除し、施設内事故を防いでいる。 継続

（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 4-5-1　施設安全管理対策事業

5 環境との調
和

良好な自然
環境を未来
に手渡せる
よう、私たち
の施設を、限
りある資源を
効率的に利
用する省エ
ネルギー・Ｃ
o2削減プラン
トに更新しま
す。

5-1 環境負荷
低減対策
の推進

5-1-1 浄配水施設環境対策
事業

浄水課 　3-1-1「浄配水場施設更新事業」
とリンクさせ、老朽化した設備を、高
効率・高機能・環境配慮型プラント
に抜本更新するとともに、3-3-1「配
水網基幹ブロック化事業」、3-3-2
「中規模ブロック化事業」の進捗状
況と、水道使用量の減少に伴う設
備稼働率の低下状況を踏まえ、自
然流下（高いところから低いところ
へ流れる力）を最大限活用した配
水制御を前提とした電気機械設備
等の見直しを進め、平成29年度ま
でに上青木、神根・新郷・横曽根の
4浄水場に石神配水場を加えた５浄
配水場を中心とした、省電力型設
備への更新を実施します。

140,994千円 100,800千円 ①職員全員が環境負荷低減を念頭
に置き、高効率機器の選定知識や省
エネルギー技術の研究に関する知
見を活用し、事業計画の成果向上に
反映された状態で、
・芝園配水場受配電計装設備更新
工事を完成
・新郷浄水場空調機取替工事を完成
・石神配水場受配電設備実施設計
委託を実施した。

次年度以降、石神配水場受配電計
装設備更新工事等、今後の工事に
向けて環境配慮の面で有効である。
芝園配水場高効率、高機能で環境
配慮型設備を設置を皮切りに石神配
水場等の受配電計装設備関連の更
新時にはなお一層の環境への配慮
を目指す。

B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：重大な課題があ
る。
　仕様の詳細な検討を重ねることに
より、当初予定した性能を確保し執
行した。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-1　浄配水施設環境対策事業

http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-3-1H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-4-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/4-5-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-1-1H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

5-1-2 庁舎環境対策事業 水道総務課 　庁舎機能の更新工事にあわせ、
ヒートポンプなどのエネルギー高効
率システムを導入するとともに、壁
面緑化、保水性舗装を導入します。
（保水性舗装は補修に合わせ実
施）

489千円 275千円 ①壁面緑化について、更に経費を削
減する方法を検証すると共に、デー
タ収集に努めた。
②庁舎機能更新工事に合わせたエ
ネルギー高効率システムの導入につ
いて、局内の資産有効活用に関する
プロジェクトチーム等と連携しての場
を活用して改修スケジュールを検討
した

　壁面緑化については、引き続き
データ収集を行い、効果を検証す
る。
　庁舎改修のための高効率化計画
については、空調方式の方向性を決
め、更に具体的なスケジュール、仕
様書の作成、設計などに向け、関係
各課と協議を進める。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①低コストの方法により本格実施で
きた。
②高効率エネルギーシステムについ
ては研究を継続する。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-2　庁舎環境対策事業

5-1-3 車両環境対策事業 財務課 　車両保有台数の見直しを行ったう
えで、買い替えが行われるすべて
の車両を、低燃費・低公害型車両
に更新し、併せて用途を満たす範
囲で排気量の縮小を行うとともに、
エコドライブを徹底します。

4,126千円 3,297千円 過去の走行累計をもとに、保有担当
課(車両保有各係)へ車両保有の必
要性・利用形態等についてヒアリング
を行いました。その結果は経営会議
で報告しました。また、買い替えなけ
ればならない乗用車１台について
は、低燃費・低公害車両に更新する
とともに、環境対応車の補助金の交
付を受けることができました。エコドラ
イブに関しては、１１月のエコドライブ
月間にはポータルサイトで呼びかけ
を行い、さらなる推進を図りました。

各課に保有車両についてヒアリング
を行った結果を踏まえ、各課と協議・
連携をとりながら車両保有台数を見
直す方向で検討を進めていく。また、
今後買い替えなければならない車両
については、必ず低燃費、低公害車
両に更新するとともに、引き続き燃料
消費量の低減に向けエコドライブを
推奨していく。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①買い替え車両はすべて低公害車
に更新している。
②必要性・利用形態を精査し、保有
体制を検討している。
③省エネルギー運転の周知を進め
た。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-3　車両環境対策事業

5-1-4 物品等環境対策事業 財務課 　物品等の購入量の削減を行った
うえで、購入にあたっては、省資
源・省エネルギー型製品の優先購
入をさらに拡大します。

8,097千円 6,482千円 文書・ポータルサイトにより周知を
図ったことで、環境対応製品の購入
を徹底している状態を維持できた。
また、全体に対する除外品目の割合
を昨年度から   ％削減できた。

今年度、環境対応製品が選定できな
かった商品についても、物品などの
開発状況・科学知見の充実などに応
じて適宜見直しの実施と周知を図る
ことで、グリーン購入を推進していく。 A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①購入にあたって、水道事業の特殊
性から省資源・省エネルギー型対応
製品を選択できない物品があったも
のの、これらを除きすべて省資源・省
エネルギー型対応製品を選択した

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-4　物品等環境対策事業

5-1-5 事業系一般廃棄物排
出抑制対策事業

水道総務課 　施設における一般廃棄物の発生
抑制を徹底したうえで、分別排出に
より再資源化を促進し、排出量を削
減します。

614千円 552千円 ①　各職場にゴミの分別やマイ箸の
掲示を継続し、ゴミを発生させない
（発生抑制）点についての啓発を行っ
た。
②　平成21年度の数値を維持できる
よう一般ゴミの搬出量抑制に努め
た。
③21年度までと同じ基準による比較
では、18年度比約19％の削減となっ
た

水道庁舎内各課に分別収集の励行
を徹底することにより、対18年度比
約19％削減されていることから、引き
続き分別の啓発を続け、排出抑制の
意識向上に努める。

一方で、ゴミを出さないこと（発生抑
制）について、改善すべき点があるこ
とから、次年度は、マイ箸運動の継
続を始めとして発生抑制の更なる啓
発などに取り組む。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　平成18年度対比約0.4％減量して
いる。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-5　事業系一般廃棄物排出抑制対策事業

5-1-6 産業廃棄物排出抑制
対策事業

施設課 　配水管網の更新等により発生す
る建設残土など建設副産物の再利
用をさらに積極的に推進し、産業廃
棄物の発生量を抑えます。

0千円 0千円 　 配水管網の更新等により発生する
建設残土など建設副産物の再利用
を積極的に推進し、産業廃棄物の発
生量を抑えることによって、水道局が
発注する工事において発生したアス
ファルト及びコンクリーﾄを法令に基
づき、すべてリサイクルした。

　 次年度も配水管網の更新等により
発生する建設残土など建設副産物
の再利用を積極的に推進し、産業廃
棄物の発生量を抑えるように改善し
てまいります。 A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：おもだった課題
はない。
　工事仕様書に建設副産物の再利
用を明記し、マニフェストによる管理・
監督も徹底するなど、「建設工事に
係る資材の再資源化等に関する法
律」（建設リサイクル法）を順守し、産
業廃棄物の発生量を抑制している。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-1-6　産業廃棄物排出抑制対策事業

http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-1-2H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-1-3H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-1-4H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-1-5H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/H.5-1-6.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

5-2 ヒートアイ
ランド現
象低減対
策の実施

5-2-1 浄配水場クール・スポッ
ト化事業

浄水課 　ヒートアイランド現象による都市の
蓄熱量を低減するため、浄配水場
で発生する未利用地下水などを活
用した散水・噴霧機能を整備し、夏
季の日射で気温が上昇する時間帯
に、この機能を用いて場内で散水
を行うことにより、敷地内の緑の蒸
発散作用との相乗効果によって地
表温度の上昇を抑え、浄配水場の
クール・スポット化を促進します。

1,450千円 0千円 平成21年度の実証実験で得られた
データをもとに、散水による電力消費
に伴う二酸化炭素排出量を加味して
再検証を行った。

クールスポットの手法について、現在
の散水によるものではなく、より効果
的な方法を検討する。

C

■目標到達度：休止のため成果は出
ていない。
■次年度改善課題：課題がある。
①事業の有効性・コストなど検証し
た。

延期・
凍結

リンク 水道事業評価シート クリック→ 5-2-1　浄配水場クールスポット化事業

6 サービスの
向上

6-1 広報広聴
活動の推
進

6-1-1 ホームページ拡張事業 水道総務
課

　水道局からの経営情報をお伝え
するだけでなく、お住まいの近くで
の漏水情報や、水道にまつわるご
意見ご感想などをいただける、お客
様とのリレーションシップの場とし
て、双方向性の高いホームページ
に拡張します。必要に機能更新を
行いつつ、実施計画各期の最終年
次には、期間総括を行い、抜本的
な更新を行います。

454千円 454千円 ①ホームページコンテンツを拡充し、
新規ページを増やした。ホームペー
ジアクセス数が増えるように、市電光
掲示板などを活用した。
②掲載内容の常時点検を行い、市
ホームページに残っていた不要ペー
ジの削除を行った。
③お客さまアンケートアクセス数月平
均96件、合計回答数70件。
④お客さまアンケート結果を経営会
議にて報告し、事業への反映する機
会を設けたにとどまった。
⑤よくある質問（ＦＡＱ）について、市
民の利便性を考え、市ホームページ
上にも新設した。

①アクセス情報をもとに、お客様が
知りたい情報を迅速かつ正確に提供
する。
②ホームページに関する職員の要望
調査を実施し、掲載内容の総点検を
行う。
③引き続き、アンケートを実施しお客
様からの意見・要望を収集する。回
答数増のための対応策を検討する。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①ホームページにてアンケートを年４
回通年実施し、結果の分析・概略の
報告を行った。
②水道事業業務指標（PI)を整理し、
過去５箇年の推移を定量指標で見て
いただけるよう、改訂し公表した。
③水道水ＰＲ事業などページを新設・
ＦＡＱの開設

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 6-1-1　ホームページ拡張事業

6-2 お客様
サービス
の向上

6-2-1 水道局お客様センター
機能拡充事業

営業管理
室

　設置している水道局お客様セン
ターの機能を拡充し、水道使用の
開始、中止の申し込みや水道料金
のお問い合わせに迅速に対応する
とともに、アンケートなどを行い、お
客様の声を積極的にいただきま
す。

482,547千円 490,341千円 お客様センターの窓口業務アンケー
トの方法・内容等については、受託
者と十分に協議し、事前に経営会議
に諮らなかったが、実施前にその概
要についての報告は行った。８００部
配布(11月配布)のうち、１７人のお客
様からご意見等が寄せられ、おおむ
ね満足と評価できた。
また、検針・収納等評価審査委員会
にて集計結果の報告を行った。

当該アンケートの実施については、
検針・収納等業務委託受託者からの
提案の中の重点項目として覚書が取
り交わされ、検針・収納等業務委託
評価審査委員会の２月定例会にて
実施結果の報告を行った。次年度以
降も引き続き、アンケートの回答があ
れば、お客様の満足度やニーズを把
握すべく、集計・分析を実施し、検
針・収納等業務委託評価審査委員
会に報告してゆく。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①本事業の基幹プロセスである「給
水契約業務」「水道メーターの検針及
び調定業務」「水道料金等の収納業
務」「電算処理業務」及び付帯業務に
ついては、個人情報の確実な保護や
過年度未収金の縮減など、安全かつ
確実な実績を上げている。
②窓口開設時間を拡大した。
③顧客満足度アンケートを実施して
いる。
④顧客満足度向上の仕組み、委託
事業モニタリングの仕組みは次年度
から運用を開始するため、日常的な
管理手法は今後の検討課題である。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 6-2-1　水道局お客様センター機能拡充事業

6-2-2 料金支払チャネル拡大
事業

営業管理
室

　納付書による金融機関などの窓
口での納付、コンビニエンスストア
での納付を引き続き拡充するととも
に、クレジットカードでの支払いへ
の拡大も検討していきます。また平
行して電子決済についての研究を
進めます。

27,969千円 28,414千円 ①本事業の基幹プロセスである、コ
ンビニエンス、窓口、口座振替の納
付及び収納業務を、引き続き確実に
実施する。
②引き続き、クレジットカード決済に
関する市場動向の把握は常時モニタ
リングするとともに、給水収益が低下
する中、導入経費が高く、支払い方
法間で異なる経費に係る公平性、経
費の負担について、他の事業体の動
向を注視する。

本事業の基幹プロセスであるコンビ
ニエンス、窓口、口座振替の納付及
び収納業務を次年度以降も事故の
ないよう確実に実施してゆく。また、
昨年実施したお客様センターのアン
ケートにおける少数の回答のなかに
も、クレジットカード払いの要望が見
られる。現在、県内事業体の中で導
入しているところはないが、国の審議
会の提言も踏まえ、急遽、導入しな
ければならない可能性もあり、次年
度以降も県外の事業体や他の公共
料金事業体を参考に研究を行う。さ
らに、電子決済についても、研究して

B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①基幹プロセスであるコンビニエンス
ストア、窓口、口座振替の納付及び
収納事務は確実に実施できている。
②クレジットカード決済は導入につい
ての研究を進めているが、実施に向
けての具体的な協議はしていない。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 6-2-2　料金支払チャネル拡大事業

安心してご利
用いただきご
満足いただ
けるよう、ご
要望・ご相談
やお問い合
わせを、迅
速・確実・丁
寧に解決し
ます。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/5-2-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/6-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/6-2-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/6-2-2H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

7 独自能力
の発揮

安心してご利
用いただきご
満足いただ
けるよう、ご
要望・ご相談
やお問い合
わせを、迅
速・確実・丁
寧に解決し
ます。

7-1 組織体制
の革新

7-1-1 プロセス・マネジメント
事業

水道総務
課

　水道事業管理者を中心に局内課
長職をメンバーとする意思決定合
議機関「経営会議」を設置し、日常
での事業進捗をPDCAサイクルの
シングル・ループで検証・評価し、ア
クアプラン達成のための取り組みを
支援するとともに、年間の評価をダ
ブル・ループで行い、アクアプラン
の達成度に基づく効果性・有効性・
妥当性・波及性のほか、実施プロセ
スそのものの検討を行うことによ
り、企業ビジョン（理念）の実現を推
進します

0千円 0千円 ①会議ルールに従った運営を実施。
②経営会議において、シングルルー
プのＰＤＣAサイクルを機能させ、課
題の改善を実施。

経営会議においては、シングルルー
プ及びダブルループによるPDCAは
機能させていく。
議案準備や開催後の議案に対する
改善など、適切な対応がとれるよう
革新を行っていく。

B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①経営トップの意思の共有や各課の
課題を多角的に検討できたが、実施
が遅れた事業があった。
②経営会議の趣旨は浸透しているも
のの、会議において未了承となった
事項についての検討に時間を要し
た。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-1　プロセス・マネジメント事業

7-1-2 水道事業評価システム
運用事業

水道総務
課

　手段の目的化を防ぎ、民間活力
の効果的導入を図るなど、アクアプ
ランが確実に達成できるよう、事前
評価に基づく事業検証を中心とした
事業評価システムを、川口市の事
業評価システムと連動し実施しま
す。

0千円 0千円 ①事前・中間・終了時・事後の各評
価プロセスの実施及び検証した。
②ホームページにおいて公表した。
③第2期中期経営計画の改訂に伴
い、評価シートを見やすさ、わかりや
すさの視点で改良した。

①事前・中間・終了時・事後の各事
業評価プロセスの検証
②ホームページにおいて公表する
③評価の目的化を防ぐため、各事業
評価の支援を強化する A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①事前、中間、終了時・事後評価と
も、関係者合議による修正を施し、適
切な時期に、客観性のある評価が、
局内全体で実施でき、市民に公表で
きた。
②一覧性・完結性に配慮した評価シ
ステムの見直しを実施した

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-2　水道事業評価システム運用事業

7-1-3 財務会計システム運用
事業

財務課 　現在の財務会計システムをさらに
コンパクトで低コストのシステムに
再構築し、財務面に要する事務管
理費をさらに縮減します。

0千円 0千円 　 ２１年度から継続し開催する企業
会計講座を通じて、担当職員の知
識、意欲の向上を促進するとともに、
事務処理のエラー防止のための
チェック表を作成した。
　チェック表に基づく作業で手間が煩
雑な箇所について、アンケートを実
施に至らなかった。

　一時的な情報提供にならないよう
に、担当職員を企業会計制度に習熟
を目的に、研修・説明会を継続して
実施する。
　日常業務では、チェック表・年間ス
ケジュールを作成して、事務の誤り、
遅延防止を更に進める。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　チャック票の作成により、業務改善
に努め、システムの円滑な運用に貢
献した。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-3　財務会計システム運用事業

7-1-4 資産有効活用事業 水道総務
課

　水道局内に（仮称）資産有効活用
検討委員会を設置し、土地の売
却、等価交換等も含め、資産の有
効活用を図ります。

0千円 0千円 　 担当課が管理している区分ごとに
整理された固定資産台帳が作成され
た。

　今年度は資産有効活用を検討する
ため、水道局保有資産の洗出し及び
そのデータ化を行い、更新の必要
性、緊急性、優先順位及びその財源
を考慮していない更新計画の作成に
とどまった。次年度以降は更新の必
要性、緊急性、優先順位及びその財
源を検討し、実現可能な更新計画を
作成する。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　資産有効活用の基本的な更新計
画ができた。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-4　資産有効活用事業

7-1-5 中期経営計画運用事
業

水道総務
課

　7-1-1「プロセス・マネジメント事
業」、7-2-1「水道事業評価システ
ム運用事業」、7-1-3「資産有効活
用事業」、7-2-1「水需要動向調査
事業」等とリンクさせ、アクアプラン
に基づく３年を計画期間とした中期
経営計画を策定し運用することによ
り、短期の戦略的視点から、財務と
のバランスのとれた事業化を進め
るとともに、企業経営の断片化・分
断化を招かない外部委託の導入を
促進するなど、経営基盤の強化を
図ります。

0千円 0千円 ①第4次川口市総合計画に整合する
よう、各種推計値を更新し、第2期中
期経営計画を改訂した。
②平成20年～22年度の3年間に係る
ローリングを、水道事業評価システ
ム（中間評価）と同時に、平成22年9
月に実施し、平成23年度における資
本投入量の最適化を財務課と連携し
実施。

①7-1-2「水道事業評価システム運
用事業」と連動させ、各課の支援も
行いながら実施することで平成24年
度の資本投入量の最適化の検証を
行う。
②財務課と連携をとり、財政収支計
画を常に検証した経営計画になるよ
う体制を強化する。 B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①平成23年～25年度の3カ年に係る
ローリングを、水道事業評価システ
ム（中間評価）と同時に、実施した結
果、平成23年度における資本投入量
の最適化が図られた。
②第2期中期経営計画の改訂におい
て、経営資本投入の適正値予測が
算出されたが、一部事業において
ローリング時と差異がでた。
③財務課と一体となり、計画－財源
の整合が図られている。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-5　中期経営計画運用事業

http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-2H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-3H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-4H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-5H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

7-1-6 収納率向上事業 営業管理
室

　受益に対するご負担を等しくお支
払いいただくため、水道事業の原
資である水道料金の滞納解消を、
6-2-1「水道局お客様センター機能
拡充事業」との包括外部委託により
進めます。

0千円 0千円 ①平成22年度収納率を90%を達成し
た。
（平成22年4月1日から平成23年3月
15日までにお客様にご請求した水道
料金に対する、平成23年3月末まで
にお納めいただいた水道料金の割
合）
②平成22年度過年度未収金収納率
83％を達成した。
（平成22年4月1日以前にお客様に請
求した未収の水道料金に対する、平
成23年3月末日までに回収できた割
合）

今年度について、現年度収納率は目
標値を達成した。また、過年度未収
金がかなり減少してきており、次年度
以降も過年度収納率が目標値を達
成されることから、徐々に現年度、特
に無断転出による未納に重点シフト
しながら、回収に努め、現年度収納
率目標値達成を目指してゆく。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①現年度収納率90％は目標どおり
の水準である。
②過年度収納率83%は目標に達し
た。
③次年度からさらに高い過年度収納
率を設定している。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-1-6　収納率向上事業

7-2 水需要の
動向把握

7-2-1 水需要動向調査事業 水道総務
課

　ライフスタイルの多様化や節水型
機器の普及など、水需要予測は低
下傾向にあることから、アクアプラ
ンの達成精度を高めるため、経営
資本をどのように効率的かつ効果
的に投入していくかといった今後の
方向性を調査するものです。この
中・長期的視点による分析結果をも
とに、アクアプランの年次点検・評
価の精度を向上させ、実態に即し
た計画の修正と成果の達成を図り
ます。

- - （平成25年度実施） （平成25年度実施） （平成25年度実施）

（平成25年度実施）

7-3 電子化の
推進

7-3-1 庁内ＬＡＮ運用事業 水道総務課 　お客様からのご意見、業務に関
する情報、技術的知見などを、コン
ピューターネットワーク上で一元化
的に蓄積・整理し活用する「ナレッ
ジ・データベース機能」を付加する
など、現在の庁内ＬＡＮシステムを
再構築し、より高度な情報共有シス
テムに更新します。

17,551千円 17,505千円 情報漏えい事故事故0件を達成でき
た。
本年度に浮上した懸案事項（ＯＳ・ウ
イルス対策ソフトの更新）は解決し
た。

①引き続き情報セキュリティに関する
情報を収集し、新たな脅威の出現に
よりシステムが危険にさらされる場合
は適切な対応を取ることによって、情
報漏えい事故０件を維持する。
②ナレッジマネジメントについて、蓄
積情報量が増え有効に機能している
一方、整理するべき情報も存在す
る。今後はサーバに記録している「情
報の質」についても見直すとともに、
ポータルサイトのファイルサーバとの
連携も含めた有効活用を図る。
③平成24年度に局内のパソコン、プ
リンタの長期賃貸借契約が終了する
ことから、平成23年度内において契
約終了後の方針を決定し、予算等、
計画を策定する。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①ウィルス対策ソフトの更新など安
全性の向上を達成した。
②ファイルサーバがナレッジ・マネジ
メント機能を有しており、情報量が増
加し、有効に機能している。
③ポータルサイトでも引続き各種情
報を提供し、可視化情報が共有され
ている。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-3-1　庁内ＬＡＮ運用事業

7-3-2 電子入札事業 財務課 　入札の透明性の向上とともに、入
札参加機会の拡大、入札参加者の
費用 負担や事務負担の低減を図
るため、電子入札事業をさらに推進
します。

572千円 495千円 ①電子入札に適した工事案件は、全
て電子化により実施することができ
ました。
②設計図書の電子化を行うことが可
能な案件（１案件３MB「A4：100枚程
度」以内かつ県全体で１２GB以内）
について、全て電子化が行えました。

   対応が可能な案件の電子入札の
実施、及び設計図書の電子化による
送付について、それぞれ100％実施
を達成できました。今後は、それぞれ
を継続し進めます。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①拡大策として予定していました参
加意思確認型指名競争入札の電子
入札を全てに適用し実施できた。
②電子入札を行うことが効果的と判
断する入札について、全ての案件で
電子入札が効果的と判断し、これを
100％実施した。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-3-2　電子入札事業

7-4 流域自治
体との
ネットワー
クの構築

7-4-1 利根川・荒川水系水道
事業者連携事業

水道総務課 流域水道事業者とのネットワークを
構築し、水質の保全、水質事故へ
の緊急対応、技術水準の向上を進
めます。

20千円 20千円 ①水質保全を主とした関係水道事業
者相互間の連絡を密にし、会議への
出席等により、関係機関との情報の
共有に努めました。
②局内の水質事故即応体制の点検
を行いました。

　引き続き、利根川・荒川水系水道
事業者連絡協議会に加盟している水
道事業者相互間の連携を図り、水質
の保全等の情報交換を行い、局内に
おいては、浄水課と連携を密にして、
水道事故対応手順に則り、運用でき
る体制を維持する。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　利根川・荒川水系水道事業者連絡
協議会及び加盟している水道事業者
相互間の連携により、情報を共有し
ている。また、協議会を通じた活動に
より、水道水源の水質保全に貢献し
ている。

継続
（維持）

http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-1-6H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-3-1H221.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-3-2H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

リンク 水道事業評価シート クリック→ 7-4-1　利根川・荒川水系水道事業者連携事業

http://www.water-kawaguchi.jp/object/7-4-1H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

市民に信頼
される企業で
あり続けられ
るよう、職員
が自由に発
想し対話でき
る環境を整
え、深く考
え、挑戦し学
び続ける組
織を創りま
す。

8-1 人材の育
成

8-1-1 職員研修事業 水道総務課 　水道技術の向上と、内部に保有
する技術や知識の継承のため、資
格取得を奨励するとともに、外部研
修への参加機会を増加させます。
また、技術や知識をさらに深めるた
め、資格取得者や高度な技術・知
識を保有する職員を内部講師とし
て育成し、職員が互いに学びあう
環境を創ります。このような研修の
充実により、水道局全体の能力を
高め、お客様の信頼に応える人材
を育成していきます。

1,260千円 532千円 ・研修体系のパイロットモデルを継続
時的に実施し、昨年度よりも計画に
対する受講率を向上させた。
・研修受講者を講師とする内部研修
を行い、研修効果を高めるよう努め
た。

・　研修計画に位置付けられた研修
については、確実に受講するため督
励する風潮は根付いてきているの
で、更に定着させていく。
・　研修受講者を講師とする内部研
修について、研修の指定・実施・報告
までをマニュアルとして可視化し、ス
ムーズな実施に努める。
・　日常業務や水道事故に関する検
証の際などに、技術や知識の伝承が
併せて行われるような体制づくりにつ
いて可視化に努める。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題がある。
①研修計画上に位置づけられた研
修については研修受講率が向上した
ものの実施率は50％にとどまった。
②内部研修は実施された箇所もある
が、効果を検証していない。

継続
（拡大）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 8-1-1　職員研修事業

8-2 職員交流
の場の設
置

8-2-1 部内研究促進事業 水道総務
課

　水道技術の向上と、内部に保有
する技術や知識の継承を図るとと
もに、会議技法を習得し、コミュニ
ケーション能力を向上させるため、
職員の提案による部内研究会の発
足を奨励します。これにより、職員
が自由に発想し対話できる環境を
整え、深く考え、挑戦し学び続ける
組織風土を創ります。

234千円 1千円 ①水道局が抱える課題の解決を行う
「部内研究プロジェクトチーム」を４
チーム編成し、顧客視点に立った部
内横断研究を促進した。
②プロジェクトチームに限らない、「安
全・安心な水道水PR委員会」などの
部内横断組織の設置及び活動を支
援し、企業ビジョンの達成に協働する
組織風土を醸成の端緒となった。
③水道局ホームページアンケートの
分析及び経営への融合を目的とした
プロジェクトチームは設置せず、水道
総務課でアンケートの活用を検討し

①水道局が抱える課題の解決を行う
「部内研究プロジェクトチーム」の
チーム編成し、顧客視点に立った部
内横断研究を促進する。
②プロジェクトチームに限らない部内
横断組織の設置及び活動を支援し、
企業ビジョンの達成に協働する自由
闊達な組織風土を醸成する。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　①「部内研究プロジェクトチーム」を
４チーム編成し、多角的な視点により
課題解決の提言を導き出した。
②部内研究プロジェクトチームとは別
に、「給水部班長会議」「安全安心な
水道水PR委員会」が設置され、部門
横断的に議論・研究を促進する土壌
が醸成されつつある。

継続
（拡大）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 8-2-1　部内研究促進事業

8-3 適材適所
の人材配
置

8-3-1 職員適正配置事業 水道総務課 　窓口業務等の事務事業の見直し
を行い、人的資本を有効に機能さ
せるとともに、事業8-1-1「職員研
修事業」、事業8-2-1「部内研究促
進事業」とリンクさせ、水道局全体
の価値提供水準を向上させます。

0千円 0千円 人的資本を有効に機能させる局内体
制、特に、川口市地域水道ビジョン
～アクアプラン川口２１～の第２期中
期経営計画に掲げる計画を達成でき
る職員配置体制づくりに向けた検討
を行った。

・　引き続き、水道局が一丸となって
アクアプランに掲げる目標を達成で
きるよう、職員研修事業と連携し、各
職員の資質・特性に配慮しながら職
員配置に努める。

・　一部の職員に事務分担が集中し
ない組織づくりについて研究する。
・　鳩ケ谷市との合併を想定し、円滑
な合併、事務事業の統合を図るため
の組織作りに努める。

B

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　前年度までの外部委託化の実現に
よる、分析には至らなかった。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 8-3-1　職員適正配置事業

9 社会との調
和

9-1 個人情報
保護の徹
底

9-1-1 情報セキュリティ事業 水道総務
課

　顧客情報など、機密を要する情報
の漏えいを防止します。

0千円 0千円 川口市個人情報保護条例、川口市
情報セキュリティポリシーの厳格に適
用し、個人情報の適切な生成、収
集、利用及び提供が行われ、情報へ
の不正アクセス、個人情報の紛失、
破壊、改ざん及び漏えいなどがない
状態を維持した。　（個人情報事故0
件）

　「個人情報事故0件」を達成するよ
う、事業を行う。
　人的なセキュリティ面について、意
識の向上のため、効果的に職員研
修等を実行していく。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
　事業情報は、公開を原則とし、事業
計画、財務状況など、年次報告書等
による開示を積極的に実施すること
で、説明責任を果たしている。
併せて、事業評価も公開し、実行責
任の達成状況を公表している。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 9-1-1　情報セキュリティ事業

9-2 情報共有
の促進

9-2-1 情報共有事業 水道総務
課

　川口市情報公開条例の厳格運用
を継続するとともに、事業6-1-1
「ホームページ拡張事業」とリンクさ
せ、伝えるべき情報を正確に、積極
的に、わかりやすくお伝えします。

1,204千円 988千円 ①ホームページ拡張事業と相互補完
し、年次報告書（アニュアルリポート）
を7月に公表。
②水道事故等の情報をホームペー
ジへ掲載し、また、町会等に連絡、現
地広報車巡回周知により、迅速かつ
正確に提供した。
③提供情報に対するお客様の声を、
ホームページ拡張事業におけるアン
ケートサイトから収集し、検証する仕
組みを確立した。

①年次報告書や財務状況、水道事
業評価結果など経営情報をホーム
ページで公表。
②水道事故等が発生した場合、迅速
かつ正確に情報提供を行う。
③他事業と合わせて、水源、水質、
貯水槽水道設置者への情報など、顧
客視点で提供を図る。

A

■目標到達度：ほぼ達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①ホームページ拡張事業と相互補完
し、年次報告書により、経営理念、経
営計画、財務状況、事業データを公
表した。
②水道事故等については、ホーム
ページに掲載し、現地広報車を巡回
させ、迅速かつ正確な情報を提供し
た。
③ホームページのアンケートサイトを
継続して開設した。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 9-2-1　情報共有事業

8 組織能力
の向上

社会からの
信頼を永続
的にいただ
けるよう、守
るべき情報を
確実に守り、
伝えるべき
情報を正確
に、積極的
に、わかりや
すく提供する
とともに、地
域の一員とし
て社会貢献
活動に積極
的に取り組
みます。

http://www.water-kawaguchi.jp/object/8-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/8-2-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/8-3-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/9-1-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/9-2-1H22.pdf�


平成22年度水道事業評価　一覧表　　　

予算額 決算額 達成状況
継続的な取り組み

今年度課題の解決方策
事業継
続方針

評価 評価の根拠 判　定

主務課 事業の概要

総合評価
A＝予定通りの成果を上げた又は予定以上
の成果を上げた
B＝成果は出ているが予定に達していない
C＝結果は出ているが成果は出ていない又
は不十分な結果にとどまる

政策
番号

政策名称 政策内容
施策
番号

施策名称
事業
番号

事 業 名

9-3-1 健全な水循環に係る市
民活動支援事業

水道総務
課

　水に関わる市民の活動を支援す
るとともに、様々な活動を紹介し市
民の参加を支援することによって、
市民の水に対する理解を育み、健
全な水循環と市域にとどまらない社
会貢献に寄与します。

100千円 100千円 ・日本水フォーラム等関係団体との
交流を維持・伸長しつつ、情報提供
を実施した。
・市民活動紹介の手法について検討
し、ホームページにて実施する素案
を作成した。

・水に対する市民の活動の支援につ
いて、市域にとどまらない情報提供
を実施する。
・引き続き、日本水フォーラムの活動
を定期的に紹介するにあたり、ホー
ムページ以外での紹介する仕組みを
作り、活用度を高める。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①水に関する情報を、ホームページ
を用いて更新した。
②市内イベントに参加し、世界の水
事情など情報発信する機会を設け
た。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 9-3-1　健全な水循環に係る市民活動支援事業

9-3-2 水道学習環境整備事
業

水道総務課 　浄配水場施設や水道庁舎を活用
した、水道を学習する環境を整えま
す。

198千円 105千円 ①パイロット事業（水道学習見学会）
を実施した。
②教育委員会と連携し、夢わーくに
参加し、中学生を受け入れた。
③教育委員会と連携し、戸塚綾瀬小
学校5年生に対して、出前講座を試
行した。

・　水道学習見学会については、余
裕をもったスケジュールで充実した
企画を再考する。
・　出前講座に関しては、来年度以降
の事業化を目指し、出前講座の実施
マニュアルの作成・各小学校への広
報等を検討する。
・　水道学習ビデオの活用について
検討する。
・　引き続き、夢わーくで中学生の受
け入れを行う。

A

■目標到達度：達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
①水道学習見学会及び出前講座を
実施した。
②平成22年度に向けたパイロットモ
デルを試行

継続
（拡大）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 9-3-2　水道学習環境整備事業

9-4-1 水道技術国際交流事
業

水道総務課 　外国の水道事情等に対応できる
人材と技術を確保・育成し、独立行
政法人国際協力機構（JICA）などを
通じた国際交流に貢献します。

6千円 0千円 たたら祭りや水道ポスターコンクール
展示会にて、国際的な水事情に関す
る情報を発信し、さいたま市が実施し
ているラオスからの留学生受入れ状
況を視察し、本市にて実施可能な国
際貢献プログラムについて、検討を
行った。
また、厚生労働省・JICAに対し、海外
から留学生の受入れが可能な旨、意
思表示を行った。

・イベント実施時に、国際的な水事情
に関する情報発信を継続する。

・近隣事業体や他の機関が行ってい
る国際貢献の事例に関する情報を
引き続き収集し、本市事業体として
実施が可能な国際貢献の手法を探
る。

・海外からの研修生を受け入れる体
制について検討する。

B

■目標到達度：部分達成している。
■次年度改善課題：課題はあるが重
大な課題はない。
水道研修会（県主催）やシンポジウ
ム（日本水フォーラム主催）に参加
し、他市事例の情報や世界の水事情
についての情報収集に努めた。ま
た、水道ポスターコンクールの展示
に合わせて、世界の水事情に関する
情報を発信した。

継続
（維持）

リンク 水道事業評価シート クリック→ 9-4-1　水道技術国際交流事業

9-4 水道技術
による国
際貢献

9-3 社会との
パート
ナーシッ
プ

http://www.water-kawaguchi.jp/object/9-3-1H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/9-3-2H22.pdf�
http://www.water-kawaguchi.jp/object/9-4-1H22.pdf�
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